


ふなみち第３５６５号 ２０２２年７月２１日（木）（２）

『定年延長アンケート』はご提出いただいておりますか？２次元コードからでも提出可能です。

本日締切の『定年延長アンケート』について、現時点の中間報告となります。
７月１５日現在で、書面およびメールによる回答が２４２件寄せられています。
締切前のデータとなるため、最終集計の傾向が同様になるとは限りませんのでご了承ください。

◆年齢について：回答数の最も多かったのは３０代でした。続いて５０代、２０代以下と続きます。
◆職種について：中間集計時点で回収出来ていない職場もあり、事務職、技術職が回答のほぼ半数です。

◆６０歳を超えて働き続けたいか？：極めて僅差ですが『いいえ』が最大回答数となっています。以下にそ
れぞれの回答理由で最も多かったものを記載します。
◇『働き続ける』と回答したは「定期収入を得るため」
◇『勤務時間が短ければ可能』と回答した理由は「週３日なら」
◇『いいえ』と回答した理由は「セカンドライフを深めたいから」
◇『どちらともいえない・わからない』と回答した理由は「健康面の問題」「金銭的問題」が僅差でした。

◆７割水準に下げられる給与水準について：回答が割れました。『適正・充分』『同じ仕事なのに不公平』
『低い』『その他』（職責に見合うのであれば、仕事内容により、勤務日数・時間により、他）など。
◆役職定年制について：『上司・部下が逆転し、教え(教わり）にくい』『役職定年者の「色」により職場はや
りにくい』が上位でした。『長く現場を離れており仕事ができるか不安』が続きます。
◆自分のこと、職場のことなどの不安について：『仕事の偏りや他職員へシワ寄せが起きないか』『６０
歳を超えて一人前の仕事ができるか』が上位でした。
※上記の３問については、複数回答が可能でしたが、特に不安については他の２問に比べて複数
回答が多く、トータルの回答数が多いことが特徴的です。

◆自由筆記（一部抜粋）
・高齢化社会なので、しっかりとした、組織化をしないといけないと思います。定年退職者の能力を発揮出来る
職場作りが大事だとも、思います。
・６０歳になっても生活費もローンも仕事も７割にはなりません！
・防災訓練、選挙は外してほしい。
・年齢・給与等を理由に意欲の低い職員が増えるのは避けてほしい。
・定年延長により、若手社員の給料上昇が抑制されないことを望む。

※１面に記載しましたが、最終集計後に、このアンケート内容も交渉で取上げていきます。

組合員の暮らしを守る自治労連共済に、ご理解ご協力いただきありがとうございます。
新型コロナウイルス感染症に罹患した場合、入院・宿泊施設療養・自宅療養のいずれにおいても、自治

労連共済給付金支払の対象になります。

自治労連共済のセット共済、個人共済の医療基本型、医療特約型に加入されている組合員の方
請求手続きがお済みでない方がいらっしゃいましたら、組合事務室 共済担当までご連絡下さい。必要書類をお
送りしますので、ご請求手続きをお願い致します。
請求手続き以降（ただし５日以上の療養期間の場合）後遺症などで通院の方もご相談ください。
請求の期限は、感染確定の日から３年以内となりますので、ご注意下さい。

◆支払事例＜自宅療養：１０日間＞の場合
・セット共済３３型加入（月掛金１，８２０円）
⇒給付金 ：１０万円（感染症により不慮事故扱いとなるため）

・個人共済医療基本のみ１０口加入の場合（月掛金１，０５０円）
⇒給付金 ： ５万円（特約による不慮事故扱いがないため）

不明な点などありましたら、組合事務室 共済担当山下まで
℡：047-436-3093 メール：f-kumiai@alpha.ocn.ne.jp


